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バラマキ予算を批判バラマキ予算を批判バラマキ予算を批判
自治研究センターが地財学習会

第90回　茨城県中央メーデー
日　時　　４月27日（土）10：00
会　場　　茨城県三の丸庁舎広場

　働
く
仲
間
の
底
上
げ
め
ざ
す

連
合
茨
城
が
春
闘
決
起
集
会
　

　
連
合
茨
城
は
３
月
２
日
、

水
戸
市
内
の
三
の
丸
庁
舎
広

場
で
２
０
１
９
春
季
生
活
闘

争
決
起
集
会
を
開
き
、
約
１

０
０
０
人
が
参
加
す
る
中

で
、
春
闘
山
場
に
向
け
た
決

意
を
固
め
ま
し
た
。

　
集
会
で
内
山
会
長
は
春
季

生
活
闘
争
に
向
け
て
、「
す

べ
て
の
働
く
仲
間
の
底
上
げ

を
め
ざ
し
最
後
ま
で
粘
り
強

く
取
り
組
ん
で
行
こ
う
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
国
民
民
主
党
、
社

民
党
代
表
な
ど
の
来
賓
を
紹

介
し
激
励
の
あ
い
さ
つ
を
受

け
た
あ
と
、
連
合
茨
城
の
取

り
組
み
が
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
　
こ
の
あ
と
採
択
さ
れ
た
集

会
ア
ピ
ー
ル
で
は
、「『
働
く

こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社

会
』
を
実
現
す
る
た
め
総
が

か
り
で
行
動
し
て
い
こ
う
」

と
宣
言
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
統
一
自
治
体
選
に

向
け
て
、
首
長
選
挙
や
自
治

体
議
員
選
挙
で
推
薦
す
る
　２２

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

　
県
本
部
は
３
月
　
日
、
自

１１

治
労
会
館
で
単
組
代
表
者
会

議
を
開
き
第
１
１
５
回
県
本

部
臨
時
大
会
に
向
け
た
役
員

推
薦
委
員
会
の
報
告
と
議
案

の
説
明
、
参
院
選
茨
城
選
挙

区
の
対
応
な
ど
を
協
議
し
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
千
歳
委
員
長
が

春
闘
に
向
け
て
「
組
合
員
か

ら
の
要
求
を
こ
の
春
闘
期
に

提
出
し
、
確
定
期
ま
で
含
め

た
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、

時
間
外
の
上
限
規
制
問
題
へ

の
対
応
強
化
に
つ
い
て
呼
び

か
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
統

一
自
治
体
選
で
の
組
織
内
３

候
補
を
は
じ
め
推
薦
候
補
の

勝
利
に
向
け
た
取
り
組
み
を

引
き
続
き
参
院
選
で
の
「
岸

ま
き
こ
」
勝
利
へ
つ
な
げ
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
君
和
田
書
記
長

か
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
批
准
成
立

の
報
告
、
参
院
選
茨
城
選
挙

区
に
お
け
る
藤
田
幸
久
参
議

院
議
員
の
推
薦
取
り
消
し
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は

「
連
合
茨
城
と
協
力
政
党
間

の
候
補
者
調
整
を
ふ
ま
え
て

対
応
し
て
い
く
」
と
す
る
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
県
本
部
臨
時
大
会

に
向
け
た
議
案
の
説
明
と
役

員
推
薦
員
会
の
報
告
を
受

け
、
臨
時
大
会
成
功
に
向
け

た
決
意
を
確
認
し
ま
し
た
。

人
を
紹
介
し
、
立
候
補
者
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
決
意
表
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
春
闘
・
統
一
自

治
体
選
勝
利
に
向
け
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
し
集
会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
集
会
後
、
参
加
者
は
水
戸

市
内
を
デ
モ
行
進
。
賃
金
引

き
上
げ
や
労
働
時
間
短
縮
な

ど
を
沿
道
の
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

連合決起集会後水戸市内をデモ行進する自治労参加者

　
茨
城
県
地
方
自
治
研
究
セ

ン
タ
ー
は
３
月
２
日
、
自
治

労
会
館
で
「
２
０
１
９
年
度

政
府
予
算
と
地
方
財
政
」
を

テ
ー
マ
に
学
習
会
を
開
き
ま

し
た
。

　
は
じ
め
に
、
鈴
木
博
久
自

治
研
セ
ン
タ
ー
理
事
長
が
あ

い
さ
つ
し
た
あ
と
、
地
方
自

治
総
合
研
究
所
委
嘱
研
究
員

の
菅
原
敏
夫
さ
ん
が
講
演
し

ま
し
た
。

　
菅
原
さ
ん
は
、
２
０
１
９

年
度
政
府
予
算
に
つ
い
て
、

「
予
算
規
模
は
過
去
二
番
目

の
規
模
で
あ
り
、
地
方
財
政

に
つ
い
て
は
『
臨
時
交
付

金
』、『
特
例
交
付
金
』、『
森

林
環
境
譲
与
税
』
な
ど
の
新

た
な
財
源
に
よ
り
膨
ら
ん
で

い
る
」
と
述
べ
、「
政
府
の
ご

く
短
期
の
バ
ラ
マ
キ
が
増
え

た
だ
け
で
、
そ
の
あ
と
に
は

こ
れ
ま
で
以
上
の
負
担
が
自

治
体
に
覆
い
被
さ
る
『
史
上

最
悪
の
地
財
対
策
』」
と
指

摘
。
と
く
に
、「
幼
児
教
育

の
無
償
化
財
源
は
最
初
の
半

年
だ
け
全
額
国
費
負
担
で
あ

る
が
、
２
０
２
０
年
度
か
ら

は
国
２
分
の
１
、
都
道
府
県

４
分
の
１
、
市
町
村
４
分
の

１
の
負
担
ル
ー
ル
が
適
用
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
の
税
と
社
会

保
障
の
一
体
改
革
に
お
け
る

負
担
割
合
（
国
２
・
地
方
１
）

か
ら
考
え
れ
ば
地
方
負
担
が

大
き
く
な
る
。
消
費
税
　
％
１０

時
に
は
、
消
費
税
か
ら
地
方

交
付
税
へ
の
参
入
割
合
も
下

が
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
地
方

負
担
は
確
実
に
増
え
る
」
な

ど
と
政
府
予
算
の
地
財
計
画

を
批
判
し
ま
し
た
。

自治体予算講演会で政府予算を批判した菅原
敏夫地方自治総合研究所委嘱研究員

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違
違

自治体を越え交流・学習しよう
～第24回関東甲地連青年女性夏期交流集会～

日　　時　　6月14日（金） ～16日（日）
会　　場　　山梨県山中湖村
内　　容　　・開会集会
　　　　　　・職種別分散交流会
　　　　　　・閉会集会
　　　　　　　※県内からバスで参加
参 加 費 　1人35,000円を予定

支持拡大で必勝を！
統一自治体選・県本部推薦候補

自
治
労
組
織
内
候
補

石岡市議会議員選挙
岡野孝男（無所属・現）
石岡市議会議員選挙

岡野孝男（無所属・現）
石岡市議会議員選挙

岡野孝男（無所属・現）

自
治
労
組
織
内
候
補

一
般
推
薦
候
補

水戸市議会議員選挙
飯田正美（社民党・現）
水戸市議会議員選挙

飯田正美（社民党・現）
水戸市議会議員選挙

飯田正美（社民党・現）
自
治
労
組
織
内
候
補

鹿嶋市議会議員選挙
菅谷　毅（無所属・現）
鹿嶋市議会議員選挙

菅谷　毅（無所属・現）
鹿嶋市議会議員選挙

菅谷　毅（無所属・現）

・
取
手
市
長
選
挙

　
　
　
　
　
　

藤
井　

信
吾

・
日
立
市
長
選
挙

　
　
　
　
　
　

小
川　

春
樹

・
土
浦
市
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
　

奥
谷　
　

崇

・
牛
久
市
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
　

黒
木　

亘
子

・
美
浦
村
議
会
議
員
選
挙

　
　
　
　
　
　

山
崎　

幸
子

臨
時
大
会
の
成
功
を

単
組
代
表
者
会
議
を
開
く
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城
里
町
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
瀧
田
　
真
史

副
執
行
委
員
長
　
加
藤
　
祐
介

副
執
行
委
員
長
　
塩
澤
　
友
則

副
執
行
委
員
長
　
大
畑
　
安
弘

副
執
行
委
員
長
　
貝
藤
　
正
幸

書
　
記
　
長
　
大
貫
　
竜
平

書
　記
　次
　長
　
中
村
　
利
勝

書
　記
　次
　長
　
小
林
　
倫
哉

執
　行
　委
　員
　
渡
邉
　
　
崇

　
　
〃
　
　
　
阿
久
津
政
雄

　
　
〃
　
　
　
仲
田
　
庸
佑

　
　
〃
　
　
　
川
村
　
栄
治

　
　
〃
　
　
　
綿
引
　
静
哉

　
　
〃
　
　
　
萩
谷
　
弘
守

　
　
〃
　
　
　
江
幡
　
俊
耶

　
　
〃
　
　
　
小
島
　
拓
人

　
　
〃
　
　
　
加
藤
　
沙
織

執
　行
　委
　員
　
今
瀬
　
　
崇

　
　
〃
　
　
　
高
丸
　
哲
史

　
　
〃
　
　
　
堀
江
健
太
郎

　
　
〃
　
　
　
加
倉
井
美
鈴

　
　
〃
　
　
　
古
滝
　
寿
善

　
　
〃
　
　
　
川
村
　
有
沙

　
　
〃
　
　
　
飯
村
　
　
寿

　
　
〃
　
　
　
小
沼
加
代
子

鹿
行
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

議
　
　
　
長
　
山
野
　
泰
之

副
　
議
　
長
　
田
塚
　
大
樹

副
　
議
　
長
　
大
槻
　
浩
万

事
　務
　局
　長
　
古
渡
　
秀
和

会
　
　
　
計
　
鈴
木
　
由
紀

　
県
本
部
は
２
月
　
日
、
水

２６

戸
市
内
で
自
治
体
議
員
連
合

と
合
同
で
子
ど
も
の
貧
困
問

題
に
つ
い
て
学
習
会
を
開
き

ま
し
た
。

　
学
習
会
は
、「
子
ど
も
支

援
が
社
会
を
変
え
る
～
い
ま

な
ぜ
子
ど
も
食
堂
・
学
習
支

援
が
広
が
る
の
か
～
」
を

テ
ー
マ
に
清
山
玲
・
茨
城
大

学
人
文
社
会
科
学
部
教
授
が

講
演
し
ま
し
た
。

　
清
山
さ
ん
は
、「
貧
困
、

所
得
格
差
と
学
力
・
機
会
均

等
の
格
差
、

少
子
化
な
ど

の
子
ど
も
を

め
ぐ
る
社
会

的
課
題
が
あ

る
中
で
、
子

ど
も
支
援
と

し
て
の
子
ど

も
食
堂
・
学

習
支
援
が
拡

が
っ
て
い

る
」
と

説

明
。
「
７
人

に
１
人
の
子

ど
も
が
貧
困
で
あ
り
、
負
の

連
鎖
は
断
ち
切
っ
て
好
循
環

に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」
と
述
べ
、「
子
ど
も

支
援
は
、
子
ど
も
の
た
め
だ

け
で
は
な
く
、
社
会
の
た
め

に
平
等
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ

と
」
と
指
摘
し
、「
日
本
と

い
う
社
会
を
信
頼
し
、
自
己

肯
定
で
き
る
子
ど
も
を
育
て

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と

強
調
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
茨
城
大
学
の
子

ど
も
支
援
な
ど
を
紹
介
し
、

「
『
生
ま
れ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
』
の
気
持
ち
で
経
済

的
に
厳
し
い
子
ど
も
た
ち
の

早
期
発
見
、
早
期
支
援
を
お

願
い
し
た
い
」
と
参
加
者
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。

子
ど
も
の
支
援
を
考
え
る

議
員
連
合
と
合
同
学
習
会

駅
悦
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詠
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詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

各
単
組
役

各
単
組
役
員員

講演する清山玲茨城大学教授

　
夜
は
自
宅
で
寝
る
。
そ
ん

な
当
た
り
前
を
コ
ン
ビ
ニ

オ
ー
ナ
ー
が
手
に
で
き
る
の

か
。
　
コ
ン
ビ
ニ
オ
ー
ナ
ー
の
権

利
を
め
ぐ
る
綱
引
き
が
、
新

た
な
局
面
を
迎
え
た
。

　
発
端
は
、
セ
ブ
ン－

イ
レ

ブ
ン
東
大
阪
南
上
小
阪
店

（
東
大
阪
市
）
が
、
２
月
１
日

か
ら
　
時
間
営
業
を
や
め
、

２４

午
前
１
時
か
ら
６
時
ま
で
の

閉
店
（
　
時
間
営
業
）
に
踏

１９

み
切
っ
た
こ
と
だ
。
オ
ー

ナ
ー
の
松
本
実
敏
さ
ん
（
　５７

歳
）
は
店
で
働
い
て
き
た
妻

が
亡
く
な
り
、
連
日
　
時
間

１６

勤
務
で
自
身
も
倒
れ
そ
う

に
。
や
む
な
く
夜
は
閉
店
し

た
と
こ
ろ
、
本
部
が
契
約
解

除
を
通
告
し
、「
１
７
０
０

万
円
の
違
約
金
」
も
示
さ
れ

た
と
い
う
。
セ
ブ
ン－

イ

レ
ブ
ン
は
加
盟
店
と
の
契
約

で
連
日
　
時
間
営
業
を
義
務

２４

づ
け
、「
文
書
に
よ
る
特
別

の
合
意
を
し
な
い
限
り
、　２４

時
間
未
満
の
営
業
は
認
め
ら

れ
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。

　
昨
年
２
月
の
福
井
豪
雪
で

は
、
従
業
員
が
出
勤
で
き
な

い
中
、
オ
ー
ナ
ー
が
２
日
連

続
寝
ず
の
勤
務
を
強
い
ら

れ
、
妻
が
救
急
車
で
病
院
に

運
ば
れ
て
も
付
き
添
え
な

か
っ
た
。
松
本
さ
ん
の
相
談

を
受
け
た
コ
ン
ビ
ニ
加
盟
店

ユ
ニ
オ
ン（
連
合
岡
山
加
盟
）

は
、
２
月
　
日
、　
時
間
営

２７

２４

業
問
題
で
セ
ブ
ン－

イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
に
団
体
交

渉
を
申
し
入
れ
た
。
セ
ブ
ン

側
は
、
オ
ー
ナ
ー
は
独
立
事

業
主
で
労
使
関
係
が
な
い
な

ど
と
し
、
団
交
に
応
じ
て
い

な
い
。
岡
山
県
労
委
が
団
交

応
諾
を
命
じ
た
が
セ
ブ
ン
は

再
審
査
を
申
し
立
て
、
中
労

委
で
近
く
命
令
が
出
る
見
込

み
だ
。

　
　
時
間
営
業
に
よ
る
徹
底

２４
し
た
「
便
利
」
は
コ
ン
ビ
ニ

成
長
の
駆
動
力
だ
っ
た
が
人

手
不
足
が
直
撃
。
ア
ル
バ
イ

ト
が
集
ま
ら
ず
、
夜
間
は

オ
ー
ナ
ー
が
一
人
レ
ジ
に
立

つ
店
も
め
ず
ら
し
く
な
い
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
が
都

労
委
に
出
し
た
資
料
に
は
、

オ
ー
ナ
ー
の
１
週
間
の
就
労

と
し
て「
　
時
間
」「
　
時
間
」

９５

９０

と
い
っ
た
数
字
が
並
ぶ
。
週

　
時
間
労
働
を
基
準
に
考
え

４０

る
と
、「
就
労
　
時
間
」
は
週

９０

　
時
間
、
月
約
２
０
０
時
間

５０の
残
業
に
あ
た
り
、
過
労
死

ラ
イ
ン
を
優
に
超
え
る
。

　
ユ
ニ
オ
ン
に
よ
る
団
交
申

し
入
れ
後
の
記
者
会
見
に
同

席
し
た
松
本
さ
ん
は
、「
苦

し
ん
で
い
る
オ
ー
ナ
ー
に
訴

え
た
い
。
今
立
ち
上
が
っ

て
、
い
の
ち
を
守
ろ
う
。
百

姓
一
揆
で
も
起
こ
さ
な
け
れ

ば
変
わ
ら
な
い
」
と
声
を
振

り
絞
っ
た
。

　「
働
き
方
改
革
」で
は
長
時

間
過
重
労
働
の
解
消
を
め
ざ

し
、
フ
ァ
ミ
レ
ス
や
フ
ァ
ス

ト
フ
ー
ド
で
は
深
夜
営
業
中

止
が
相
次
ぐ
。
コ
ン
ビ
ニ

オ
ー
ナ
ー
や
家
族
を
、
い
つ

ま
で
も
過
労
死
の
危
険
に
さ

ら
し
て
い
い
は
ず
が
な
い
。

ジャーナリスト

北　健一

「
不
夜
城
」コ
ン
ビ
ニ
の
転
機

  経
済
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側
鏡

ん
ど
い
な
い
」「
４
分
の
１
程

度
」「
半
数
程
度
」「
４
分
の

３
程
度
」
の
計
が
　
・
８
％

２３

に
も
上
り
ま
し
た
。
拘
束
時

間
が
　
時
間
以
上
に
及
ぶ
人

１３

が
相
当
数
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
過
労
死
弁
護
団
全
国
連
絡

会
議
の
川
人
博
幹
事
長
は

「
過
労
死
防
止
の
決
め
手
と

な
る
制
度
。
私
が
関
わ
っ
た

ほ
と
ん
ど
の
事
案
は
、
こ
の

制
度
が
あ
れ
ば
亡
く
な
ら
ず

に
済
ん
だ
と
思
わ
れ
る
」
と

労
使
の
取
り
組
み
に
期
待
を

寄
せ
て
い
ま
す
。

　
過
労
を
原
因
と
し
た
脳
・

心
疾
患
や
精
神
障
害
に
よ
る

死
亡
労
災
認
定
件
数
は
、
毎

年
各
１
０
０
件
前
後
で
高
止

ま
り
。
こ
の
根
絶
の
決
め
手

と
な
る
の
が
、
終
業
か
ら
翌

日
の
始
業
時
刻
ま
で
の
休
息

時
間
を
保
障
す
る
「
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
」
で
す
。
Ｅ

Ｕ
並
み
の
　
時
間
の
法
制
化

１１

へ
、
職
場
の
ル
ー
ル
化
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

勤
務
間
隔
が
　
時
間
以
上
空

１１

い
て
い
る
労
働
者
が
ど
の
ぐ

ら
い
い
る
か
を
聞
い
た
設
問

で
、「
全
く
い
な
い
」「
ほ
と

  勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
実
現
を

過
労
死
根
絶
の
決
め
手
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